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ここ数年、赤外線の利用技術は様々な分野で急速に広がりつつあります。それに伴い赤外線サーモグラ

フィを正しく使用して正確な測定ができる為の技術の習得は益々重要となってまいりました。特に建築構造物

の診断や電力設備の診断においては、赤外線サーモグラフィ診断技術者に求められる技量が非常に重要視

されてきています。 

 

こうした背景の下、（社）日本非破壊検査協会において、いよいよ来年の春期試験から新たに赤外線サー

モグラフィ試験（TTレベル１）の資格認証を開始することが発表されました。これに伴いまして、サーモグラフ

ィ技術に関する社会的信頼がこれまで以上に高まり、今後、様々な産業界に適用され普及していくことが期

待されています。 

 

当協会では、この資格試験の受験に必要とされる事前訓練(＊１)に対応したトレーニングセミナー（Ⅰ、Ⅱ、

Ⅲ）や試験直前対策セミナーの充実を図り、資格取得を目指す技術者の教育支援に尽力するとともに、今後

も人材の育成を通じた赤外線サーモグラフィの普及により安心・安全で環境にやさしい未来社会の実現に貢献し

てまいります。 

 
(＊１) 日本非破壊検査協会の規格（NDIS 0604：赤外線サーモグラフィ試験－技術者の資格および認証－）におけ

る資格試験の受験要件として、規定時間（ＴＴレベル１では40時間）の事前訓練が義務付けられています。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニニュューーススリリリリーースス  

２０１２年春期 第一回赤外線サーモグラフィの資格試験（ＴＴレベル１）に向けて！ 

【新規開講:試験直前対策セミナーで資格取得をサポート】 

◇赤外線サーモグラフィ試験認証制度のご案内 

（(社)日本非破壊検査協会ホームページに掲載） 

◇サーモグラフィトレーニングセミナーパンフレット 

（(社)日本赤外線サーモグラフィ協会ホームページに掲載） 



 

【資格試験対策セミナーの概要】 

 

 

参考：【赤外線サーモグラフィの資格に関するアンケート調査結果(抜粋)】 

 

 調査方法： 当協会の登録顧客を対象にアンケートメールを実施。 

 調査期間 ２０１１年１０月１７日～１１月４日 

 調査対象者 ７００名 当協会の登録者 （会員、セミナー受講者、メルマガ希望者他） 

 回答者数 １１８名 

 
   ◇質問：資格の取得について     ◇質問：なぜ資格が必要と思われるか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 *************** 本件に関するお問合せ先 *************** 
 

 一般社団法人 日本赤外線サーモグラフィ協会 事務局 

〒１４１－００３１ 東京都品川区西五反田８－１－５（五反田光和ビル６Ｆ） 

ＴＥＬ：（０３）５７５９－１０５５  ＦＡＸ：（０３）５７５９－１０５６ 

http://www.thermography.or.jp 
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